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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年７月期 27,552 △13.3 543 － 711 － 143 －

2022年７月期 31,790 1.7 △298 － △219 － △1,337 －

（注）包括利益 2023年７月期 83百万円 （－％） 2022年７月期 △811百万円 （－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2023年７月期 7.73 － 1.5 5.0 2.0
2022年７月期 △71.68 － △12.5 △1.4 △0.9

（参考）持分法投資損益 2023年７月期 －百万円 2022年７月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年７月期 13,855 9,704 70.0 523.06
2022年７月期 14,762 9,882 66.9 533.23

（参考）自己資本 2023年７月期 9,704百万円 2022年７月期 9,882百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2023年７月期 656 420 △324 5,992
2022年７月期 △302 332 △867 5,223

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年７月期 － 0.00 － 16.00 16.00 298 － 2.8

2023年７月期 － 0.00 － 16.00 16.00 296 207.0 3.0

2024年７月期（予想） － 0.00 － 16.00 16.00 82.5

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 28,700 4.2 600 10.3 600 △15.7 360 151.2 19.40

１．2023年７月期の連結業績（2022年８月１日～2023年７月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2024年７月期の連結業績予想（2023年８月１日～2024年７月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年７月期 19,789,200株 2022年７月期 19,789,200株
②  期末自己株式数 2023年７月期 1,236,421株 2022年７月期 1,256,188株
③  期中平均株式数 2023年７月期 18,551,109株 2022年７月期 18,651,778株

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  －社  （社名）、除外  1社  （社名）株式会社cyma
（注）詳細は、添付資料20ページ「５．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（当連結会計

年度における重要な子会社の異動）」をご参照ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（注）詳細は、添付資料20ページ「５．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の
変更）」をご参照ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数及び１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損
失並びに潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎となる期中平均株式数については、「株式付与
ESOP信託」及び「役員報酬BIP信託」制度において、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ESOP信
託口及び役員報酬BIP信託口）が保有する株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と
なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信（添付資料）４ページ「１．経営成績等
の概況（１）当期の経営成績の概況 （次期の連結業績見通し）」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当社グループは「Creativity × Techで、世の中をもっと便利に、もっと楽しくすること」という“Ateam 

Purpose”を掲げております。この“Ateam Purpose”のもとすべての役員及び従業員が一丸となり、様々な技術領

域・ビジネス領域において、インターネットを通じて利用者の皆様に支持・利用していただける比較サイトや情報

サイト、ゲームコンテンツ、ECサイトなどの企画・開発及び運営を行っています。具体的には、人生のイベントや

日常生活に密着し、有益な情報を提供する様々なウェブサービスの企画・開発及び運営を行う「ライフスタイルサ

ポート事業」、「人と人とのつながりの実現」をテーマに、世界中の人々に娯楽を提供するゲームやツールアプリ

ケーションの企画・開発及び運営を行う「エンターテインメント事業」、様々な商材を取り扱う複数のECサイトの

企画・開発及び運営を行う「EC事業」の３つの事業軸でビジネスを展開しています。

当連結会計年度より、報告セグメントの順序を変更しております。なお、化粧品・ヘルスケア領域のブランド

（「lujo（ルジョー）」「minorie（ミノリエ）」）を展開する事業につきましては、ライフスタイルサポート事

業のサブセグメント区分「その他」からEC事業へセグメント区分を変更しており、以下の前連結会計年度比較につ

いては、前連結会計年度の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

また、当連結会計年度において、自転車専門通販サイト「cyma-サイマ-」を運営する自転車小売事業を、2022年

12月20日に新設した株式会社cymaに承継し、その全株式を2023年３月１日に株式会社ワイ・インターナショナルへ

譲渡した（以下、「自転車小売事業の譲渡」という。）ため、当譲渡日以降、当事業に係る売上高及び費用は計上

しておりません。

当連結会計年度の連結売上高につきましては、各事業セグメントが前連結会計年度比で減少したため、全体とし

ても減少となりました。営業利益につきましては、ライフスタイルサポート事業での増加及びエンターテインメン

ト事業での前連結会計年度の損失から黒字への転換により、全体では前連結会計年度の損失から黒字に転じまし

た。経常利益につきましても、営業黒字への転換に加え、104百万円の投資事業組合運用益を計上したため、前連

結会計年度の損失から黒字に転じました。親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、153百万円の固定資

産の減損損失を計上しましたが、前連結会計年度ほどの減損損失額には至らず、営業黒字・経常黒字に転じたこと

により、前連結会計年度の損失から黒字に転じました。

具体的には、当連結会計年度の売上高は27,552百万円（前連結会計年度比13.3％減）、営業利益は543百万円

（前連結会計年度は298百万円の営業損失）、経常利益は711百万円（前連結会計年度は219百万円の経常損失）、

親会社株主に帰属する当期純利益は143百万円（前連結会計年度は1,337百万円の親会社株主に帰属する当期純損

失）となりました。

当連結会計年度におけるセグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

＜ライフスタイルサポート事業＞

ライフスタイルサポート事業では、様々な事業領域において個人の利用者に向けてサービスを展開する事業者と

連携し、「三方よし」のサービス理念のもと、人生のイベントや日常生活に密着した比較サイト・情報サイト等

様々な便利なウェブサービスを展開しております。

当連結会計年度より、サブセグメント区分「その他」に含まれていた化粧品・ヘルスケア領域のブランド

（「lujo（ルジョー）」「minorie（ミノリエ）」）を展開する事業はEC事業へセグメント区分を変更したため、

ライフスタイルサポート事業のサブセグメント区分は「デジタルマーケティング支援ビジネス」「プラットフォー

ムビジネス」の２つになりました。

「デジタルマーケティング支援ビジネス」は、オウンドメディア等を通じて、提携事業者へ見込顧客を送客する

デジタルマーケティング支援を中心に、スピーディーに事業を横展開できる特徴を持っています。多様な事業領域

におけるサービスを急速に立ち上げ、拡張させることで、収益を積み上げるビジネスモデルです。個人の利用者へ

は基本無料でサービスを提供し、主な売上はパートナー企業に当該利用者を見込顧客として紹介することに対する

紹介手数料及び成約報酬であります。

「プラットフォームビジネス」はアプリケーションやウェブサイトなどを通じて情報を集めた「場」を提供し、

ユーザーデータの蓄積と活用、そして独自価値の向上により、市場での優位性を構築し、さらにデータを活用した

ソリューションを提供することで、価値向上のサイクルを図っていくビジネスモデルです。主な売上は広告収入や

有料会員向けの利用料、ツール等のソリューション提供によるものであります。現在、ヘルスケア及びエンジニア

領域においてプラットフォームを展開しています。
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当連結会計年度の売上高につきましては、人材メディア事業及び車の査定・買取サイトの「ナビクル」が好調を

維持するも、引き続き新電力会社及び通信事業者への送客事業において、資源価格の高騰や通信関連市場における

顧客獲得競争の激化等、市場環境の変化に伴う取引先への送客制限及び停止が影響し、全体としては前連結会計年

度比で減少となりました。セグメント利益につきましては、前述の一部送客事業での減収に伴う減益に加え、結婚

式場情報サイト「ハナユメ」においてブライダル市場の回復に合わせた認知拡大のための広告投資を行いつつも、

人材メディア事業及び金融メディア事業での増収に伴う増益により、全体としては前連結会計年度比で増加となり

ました。

以上の結果、当連結会計年度におけるライフスタイルサポート事業の売上高は18,480百万円（前連結会計年度比

6.3％減）、セグメント利益は1,760百万円（前連結会計年度比6.4％増）となりました。

＜エンターテインメント事業＞

エンターテインメント事業では、主に自社で開発したスマートデバイス向けゲームアプリケーション（以下「ゲ

ームアプリ」という。）をApple Inc.が運営するApp Store及びGoogle LLCが運営するGoogle Play等の専用配信プ

ラットフォームを通じて、世界中の人々に提供しております。ゲームアプリ自体は基本無料で提供しており、主な

売上はユーザーがゲームをより効率よく優位に進めるためのゲーム内アイテム購入代金であります。

近年のグローバルにおけるゲーム市場環境及びユーザーニーズの変化、そして技術の進化等を踏まえ、エンター

テインメント事業はスマートフォンゲームのみならず、グローバルのデジタル配信ゲーム市場（モバイルゲーム、

PCゲームデジタル配信、家庭用ゲームデジタル配信）全体をターゲットに、グローバルで人気のIPと連携し、展開

することを中長期方針とし、さらなる成長を狙います。また、今後は、これまでのゲームアプリ開発で培ったスキ

ルやノウハウを活かし、NFTゲームなど新領域での企画・開発・運営も進めてまいります。

当連結会計年度の売上高につきましては、既存ゲームアプリでの減少が続き、前連結会計年度比で減少となりま

した。セグメント利益につきましては、パイプライン開発への投資は行いつつも、既存ゲームアプリの効率的な運

用に加え、『FINAL FANTASY VII THE FIRST SOLDIER（ファイナルファンタジーVII ザ ファーストソルジャー）』

が2023年１月11日にサービス終了となったことに伴い、当ゲームアプリに係る広告宣伝費及び開発費が発生しなく

なったため、前連結会計年度比では大幅に増加となりました。

以上の結果、当連結会計年度におけるエンターテインメント事業の売上高は5,421百万円（前連結会計年度比

14.2％減）、セグメント利益は166百万円（前連結会計年度は894百万円の損失）となりました。

＜EC事業＞

EC事業では、化粧品ブランド「lujo（ルジョー）」をはじめ、複数の商材を取り扱うECサイトを運営しておりま

す。当社グループ内で商品の企画・開発・販促を行い、製造のみ外部に委託するOEM（Original Equipment 

Manufacturer）生産を行っており、主に、継続的にご購入いただく定期販売モデルです。

今後も品揃えや販売方法、配送品質を日々改善し、ユーザーの期待を大きく超える購買体験ができるサービスを

提供してまいります。

当連結会計年度の売上高につきましては、「lujo（ルジョー）」が前連結会計年度比で大幅に増収となるも、自

転車小売事業の譲渡により、全体としては前連結会計年度比で大幅に減少となりました。セグメント損失につきま

しては、「lujo（ルジョー）」が第４四半期連結会計期間において黒字化となるも、自転車小売事業の譲渡に伴う

減益及びドッグフードブランド「OBREMO」への投資により、前連結会計年度比で増加となりました。

以上の結果、当連結会計年度におけるEC事業の売上高は3,651百万円（前連結会計年度比36.5％減）、セグメン

ト損失は431百万円（前連結会計年度は122百万円の損失）となりました。
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売上高 28,700百万円 （前連結会計年度比 4.2％増）

営業利益 600百万円 （前連結会計年度比 10.3%増）

経常利益 600百万円 （前連結会計年度比 15.7%減）

親会社株主に帰属する当期純利益 360百万円 （前連結会計年度比 151.2%増）

（次期の連結業績見通し）

当社グループは、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に向け、2024年７月期においては、主力事業であるライ

フスタイルサポート事業のデジタルマーケティング支援ビジネスで、WEB集客力を活かした高い収益性を実現しなが

ら、2025年７月期以降の更なる業績成長に向け、統合ブランド「イーデス」を中心に既存事業へ継続的に投資を行うだ

けでなく、M&Aや出資を行うことで収益機会の拡大へ最注力してまいります。また、在宅勤務をはじめ多様な働き方の

実現に伴い、オフィス等固定費の最適化を進め、引き続き人材育成及び組織体制・ガバナンスの強化に注力してまいり

ます。

セグメント別業績の見通しは次のとおりであります。

「ライフスタイルサポート事業」におきましては、主力事業のデジタルマーケティング支援ビジネスで、オーガニッ

ク・インオーガニック成長の投資を行ってまいります。既存領域については、統合ブランド「イーデス」を中心に認知

拡大に向けた投資を行い、①顧客接点を増やすことによる顧客数の増加、②ブランド統合により長期的に顧客のライフ

イベントに寄り添い、クロスセルの収益機会を増やすことの２点に注力してまいります。インオーガニック投資につい

ては、商材・サービスの追加、もしくは機能の追加に寄与する企業・事業をM&Aすることで、収益機会の拡大を狙いま

す。

「エンターテインメント事業」におきましては、引き続き「ヴァルキリーコネクト」「ユニゾンリーグ」等既存の主

力ゲームアプリの効率的な運用を進めながらも、事業のダウントレンドを脱却し再成長を遂げるべく、①協業等により

開発費高騰の負担を軽減しつつ、グローバル市場でのヒットを狙う「マルチデバイスゲーム」、②開発費を抑え、小規

模ながら効率的な収益積み上げを狙う「ハイパーカジュアルゲーム」、③先例の少ない新興市場へ挑戦する「Web３サ

ービス」の３つのパイプラインへ投資を進めてまいります。

「EC事業」におきましては、化粧品ブランド「lujo（ルジョー）」で商品ラインナップ拡充による更なる売上高成長

を叶えるとともに、投資フェーズから利益貢献フェーズへの移行をはかってまいります。

上記の将来に対する記述、以下の業績予想数値は、本資料発表日現在において当社グループが入手可能な情報に基づ

き作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因により変動する可能性があります。

2024年７月期通期業績見通し（2023年８月１日～2024年７月31日）
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2019年
７月期

2020年
７月期

2021年
７月期

2022年
７月期

2023年
７月期

自己資本比率　　　　　　　　　　  （％) 71.9 72.5 73.0 66.9 70.0

時価ベースの自己資本比率　　　　  （％) 126.6 101.4 176.6 93.0 92.1

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年) 0.0 0.0 0.0 － 0.0

インタレスト・カバレッジ・レシオ  （倍) 19,158.8 1,305.2 322.3 － 310.3

（２）当期の財政状態の概況

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当連結会計年度末における総資産は13,855百万円となり、前連結会計年度末に比べ907百万円減少いたしまし

た。これは主に、売掛金の減少436百万円及び商品の減少420百万円によるものであります。

（負債）

当連結会計年度末における負債は4,151百万円となり、前連結会計年度末に比べ729百万円減少いたしました。こ

れは主に、買掛金の減少351百万円及び未払金の減少348百万円によるものであります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産は9,704百万円となり、前連結会計年度末に比べ178百万円減少いたしました。

これは主に、利益剰余金の減少153百万円によるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ769百万

円増加し、当連結会計年度末には5,992百万円となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状

況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において営業活動の結果得られた資金は、656百万円（前連結会計年度は302百万円の支出）とな

りました。これは主に、法人税等の支払額560百万円があったものの、税金等調整前当期純利益432百万円及び減価

償却費528百万円等の影響によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において投資活動の結果得られた資金は、420百万円（前連結会計年度は332百万円の収入）とな

りました。これは主に、連結の範囲の変更を伴う関係会社株式の売却による収入400百万円によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において財務活動の結果使用した資金は、324百万円（前連結会計年度は867百万円の支出）とな

りました。これは主に、配当金の支払額296百万円によるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注２）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

（注３）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として

います。

（注４）2022年７月期は、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、キャッシュ・フロー対有利子負債比率及び

インタレスト・カバレッジ・レシオは記載しておりません。
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは財務基盤を強固にすること、持続的な成長に向けて新たな事業の創出に向けた先行投資を進めな

がら事業ポートフォリオの強化を図っていくことが重要であると考えております。同時に、株主の皆様への利益還

元も重要であると考えており、継続的且つ安定的な株主還元を実施することを配当方針としております。

当該方針に基づき、当連結会計年度におきましては、業績・財政状態等を総合的に判断した結果、期末配当を１

株当たり16.0円といたしました。今後も引き続き安定的な株主還元を実施してまいります。

（４）事業等のリスク

以下において、当社グループの事業の状況その他に関してリスク要因となる可能性があると考えられる主な事項

を記載しております。また、リスク要因に該当しない事項についても、投資者の投資判断上重要であると考えられ

る事項については、投資者に対する積極的な情報開示の観点から開示してまいります。当社グループは、これらの

リスク発生の可能性を十分に認識した上で、発生の回避及び発生した場合の迅速な対応に努める方針であります。

なお、以下の記載のうち将来に関する事項は、別段の記載がない限り、当連結会計年度末現在において当社グル

ープが判断したものであり、不確実性を内在しているため、実際の結果と異なる可能性があります。また、将来に

おいて発生の可能性があるすべてのリスクを網羅するものではありません。

(1）事業環境に関するリスク

当社グループの事業領域であるモバイルゲーム市場、インターネット市場及びEC市場はスマートフォンの普及、

インターネット利用者の増加により高度な成長を続けてまいりました。また、将来市場の拡大が見込まれる、暗号

資産を用いたNFTゲームといった新領域でのサービス提供にも取り組んでまいります。

しかしながら、今後、市場規模の縮小や景況感の悪化、実際の景気変動の影響等を受けた場合には、当社グルー

プの業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。なお、暗号資産を取り巻く市場においては、新興領域で

あることから経済情勢、政治情勢、規制の動向、税制の改正等により、当社グループの事業及び財政状態に影響を

及ぼす可能性があります。

また、当社グループのEC事業においては、急激な原油高や原材料の供給不足等が起因となる原材料価格が高騰し

た場合、当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

(2）事業に関するリスク

①　競合について

当社グループは、インターネットを使った様々なコンテンツやサービスを提供しております。競争力向上のた

め、特色あるコンテンツの提供や最適なユーザビリティを追求したインターネットサイトの構築に努め、サービ

スの多様化、カスタマーサポートの充実等に取り組んでおります。

しかしながら、類似サービスを提供する企業や新規参入者との競合が激化することにより、当社グループの事

業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

②　提携先（プラットフォーム運営事業者、業務提携先）との関係について

当社グループのエンターテインメント事業では、Apple Inc.が運営するApp Store及びGoogle LLCが運営する

Google Play等、ゲームアプリを配信する専用のプラットフォームを介して利用者にコンテンツを提供してお

り、当該プラットフォーム運営事業者に対して、回収代行手数料、システム利用料等を支払い、コンテンツ利用

者からの売上回収を委託しております。

また、当社グループは、国内外のゲームパブリッシャー等と業務提携を行っており、売上にはこれら業務提携

先と分配される収益が含まれます。一方、ライフスタイルサポート事業の売上には、サービス提携事業者に見込

顧客の紹介や広告掲載を対価とする手数料収入や広告売上が含まれます。当社グループは、提携先との契約を遵

守し、友好的な関係を維持するよう努めるとともに、特定の提携先に過度に依存しないよう、提携先やサービス

のポートフォリオバランスを考慮した経営を心掛けております。しかしながら、提携先の方針又は事業戦略の変

化、或いは料率の変更又は提携解消等が生じた場合、当社グループの業績や事業展開に影響を及ぼす可能性があ

ります。
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③　為替による影響について

当社グループのエンターテインメント事業では、一部において海外向けのアプリケーションを配信専用のプラ

ットフォームや海外現地のパブリッシャーを介して海外の利用者にコンテンツを提供しており、コンテンツ内で

販売したアイテム等の売上は海外のプラットフォーム運営事業者を通じて現地の通貨にて回収されます。

④　売掛金の回収について

当社グループは事業・サービスの展開において様々な事業者と取引を行っております。それらの事業者はそれ

ぞれがおかれる市場環境・競合の状況等により、事業戦略の見直し、撤退や他社との事業統合等の経営判断を行

う可能性があります。そのため、当社グループは安定的且つ健全な事業運営を継続できる事業者とパートナーシ

ップを組むよう努めておりますが、今後、上記の理由等により事業者の事業継続に支障が生じた場合等には当該

事業者にかかわる売上代金の回収遅延、回収不能が生じる恐れがあります。このような場合、当社グループの業

績に影響を及ぼす可能性があります。

⑤　商品の品質管理について

当社グループではEC事業を中心に複数の商品をオンラインで販売しております。当社グループで取り扱う商品

の企画・発注に関しましては、高品質な商品・原材料の調達、信頼性ある取引先の選定を行っております。ま

た、取引先との連携を深め、必要に応じて自ら製造工場に立会検査を行う等、品質管理の徹底を図り、社員教

育、法令遵守に向けた啓発等を行っております。

しかしながら、販売している商品の使用に起因して、お客様の健康等に悪影響が発生する可能性があります。

また、将来的に、当社グループのEC事業等に関連する法令の新設、社会情勢の変化があった場合にも、当社グル

ープの業績に影響を与える可能性があります。

⑥　投資育成及びM&A（企業買収等）について

当社グループは、高い成長力を持つ企業を早期から育成・支援することを目的にベンチャー投資及び投資事業

有限責任組合（ファンド）への出資を行っております。当該出資等が対象とする未公開企業は、市場環境の変化

並びに開発能力、経営管理能力の不足等、将来性に対する不確定要素を抱えており、これら不確定要素の現出に

より期待した成果を上げることができず業績が低迷、悪化した場合には、これらの投資が回収できず、当社グル

ープの事業及び業績に影響を与える可能性があります。

また、投資育成に加え、事業の成長及び拡大を目指すため、M&Aも実施する方針です。M&Aにあたっては、その

対象企業について事前に財務内容等の審査に努め、リスクを検討したうえで進めてまいりますが、買収後に偶発

債務の発生や認識債務の判明等事前の調査で把握できなかった問題が生じる場合やM&A後の事業展開が計画通り

に進まない場合には、当社グループの業績及び財政状態等に影響を与える可能性があります。

(3）固定資産の減損等に関するリスク

当社グループは、保有する有形・無形固定資産について、回収可能性を測定しております。事業計画や働き方の

変化等、当社グループを取り巻く状況が要因となり、回収が見込まれない場合には減損損失の処置を行う可能性が

あります。

また、特に当社グループのエンターテインメント事業では、ゲームの開発に係る人件費、外注費等を連結貸借対

照表に資産として一部計上し、適正な年数にわたり減価償却を行っております。

しかしながら、ゲームによっては期待する成果が得られず、資産の収益性が低下して想定した期間内での投資額

の回収が見込めなくなる事態が発生することがあります。その場合、当該資産の帳簿価額にその価値の下落を反映

させる手続きとして、減損処理を行う可能性があります。この結果、当社グループの業績に影響を及ぼし、実績が

期初に発表した業績予想と乖離する可能性があります。

（4）組織体制に関するリスク

①　特定経営者への依存について

　当社代表取締役社長、林高生氏は当社グループの創業者であり、また、技術者としての豊富な経験を有してい

ることから、当社グループの設立以来成長を支え、経営戦略等多岐にわたり極めて重要な役割を果たしておりま

す。当社グループは、同氏に過度に依存しない経営体制の構築に努めておりますが、何らかの理由により、同氏

が経営に参画できなくなった場合、当社グループの業績及び今後の事業展開に影響を及ぼす可能性があります。
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②　人材の確保、育成について

当社グループにおいて、今後事業拡大や企業運営を円滑に遂行していく上で、優秀な人材を確保することが極

めて重要であります。しかしながら、必要な人材を適時適切に確保できない場合、又は社内の有能な人材が流出

した場合には、経常的な業務運営や事業展開に支障が生じ、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性がありま

す。

③　内部管理体制について

当社グループは、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を図るため、事業規模の拡大に合わせて経営基盤

の強化を継続的に進めていくとともに、より効率的且つ適正な経営を行うための組織体制の強化を図るために、

内部統制管理体制の整備・充実を推進していく方針であります。

しかしながら、事業の急速な拡大に対して、十分な内部統制管理体制の構築が追い付かない場合、当社グルー

プの業績及び事業展開に影響を及ぼす可能性があります。

④　コンピューターシステムや通信ネットワークについて

当社グループの事業は、モバイル端末やPC等のコンピューターシステムを結ぶ通信ネットワークにより、利用

者にサービスを提供しております。システムの安定的な稼働を図るためにサーバーの分散化・定期的バックアッ

プ・稼働状況の監視等により、システムトラブルの未然防止又は回避に努めております。しかしながら、不測の

事故（社内外の人的要因によるものを含む）等により通信ネットワークの切断や支障が発生した場合には、当社

グループの事業及び業績に大きな影響を及ぼす可能性があります。

また、当社グループの運営する各サイト等へのアクセスの急激な増加によるサーバーの過負荷や電力供給の停

止等不測の様々な要因によって、システムが作動不能に陥った場合、サービスが停止する可能性があります。こ

の結果、当社グループの業績及びサービスのブランドイメージに影響を及ぼす可能性があります。

（5）コンプライアンスに関するリスク

①　法的規制について

　当社グループは運営事業領域に適用される法令を厳正に遵守し、特にインターネットを介した情報漏洩・情報

の不正取得・ウイルス感染防止に関する取組みを強化しております。しかしながら、これらを防止するための新

たな法的規制や業界の自主規制の状況や内容によっては、今後の事業展開に影響を及ぼす可能性があります。

　また、社会情勢等により、新たな法規制の制定、法解釈の変更がなされ、将来において当社グループが提供す

るコンテンツやサービスが法的規制等の影響を受けることとなった場合、当社グループの業績及び企業イメージ

に影響を及ぼす可能性があります。

②　知的財産権について

当社グループは、運営サイト及びサービス名称等について積極的に商標登録の取得に努めるとともに、第三者

の知的財産権を侵害しないよう十分な注意を払っております。また、当社グループが提供するサービスにおい

て、当社グループが所有する知的財産権を第三者に使用許諾する場合や、第三者の所有する知的財産権の使用許

諾を受ける場合があり、その場合は使用許諾契約の締結等による管理体制を強化しております。

しかしながら、知的財産権の範囲や契約条件の解釈の齟齬等により、認識外で第三者の知的財産権を侵害した

場合、当社グループは第三者から知的財産権侵害の訴訟、使用差止請求等を受ける可能性があります。その結

果、解決に多額の費用と時間がかかり、当社グループの業績及び今後の事業展開に影響を及ぼす可能性がありま

す。

③　個人情報の管理について

当社グループは、提供するサービスやコンテンツの利用者の個人情報を取得する場合があります。個人情報の

外部漏洩・改ざん等の防止のため、個人情報の取扱いに際し業務フローや権限体制を徹底し、「個人情報の保護

に関する法律」に従い厳正な管理を行っております。

しかしながら、コンピューターウィルス、不正侵入や故意又は過失の事態により、個人情報の漏洩や不正使用

等のトラブルが発生した場合、当社グループへの損害賠償請求や当社グループに対する信頼損失及び企業イメー

ジの悪化等により、当社グループの業績や事業展開に影響を及ぼす可能性があります。
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④　サービスの安全性及び健全性について

当社グループが提供するサービスコンテンツは、不特定多数の個人利用者が、利用者間において独自にコミュ

ニケーションを取ることができます。青少年保護、健全性維持・向上のため、利用規約において不適切な利用の

禁止を明示し、モニタリングを常時行い、規約違反者に対しては、改善の要請や退会の措置を講じる等の対応を

行うことで、サービスの安全性及び健全性の確保に努めております。しかしながら、コンテンツ利用者が急速に

拡大し、利用者のコンテンツ内における行為を完全に把握することが困難となり、利用者の不適切な行為に起因

するトラブルが生じた場合には、利用規約の内容にかかわらず、当社グループが法的責任を問われる可能性があ

ります。また、法的責任を問われない場合においても、コンテンツのブランドイメージの悪化等により当社グル

ープの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

⑤　訴訟等について

当社グループは、法令遵守を基本としたコンプライアンスの推進により、法令違反等の防遏に努めておりま

す。しかしながら、当社グループの役員、従業員の法令違反等の有無にかかわらず、利用者、取引先、その他第

三者との不測のトラブル、訴訟等の発生及び上記知的財産権、個人情報、サービスの安全性及び健全性について

も訴訟のリスクがあるものと考えております。

かかる訴訟の内容及び結果によっては、当社グループの事業及び業績に影響を与える可能性があります。ま

た、多大な訴訟対応費用の発生や企業イメージの悪化により、当社グループの業績及び事業展開に影響を及ぼす

可能性があります。

（6）災害・感染症の拡大・事故等に関するリスク

地震、台風、津波等の自然災害、火災、停電、国際紛争、又は新型コロナウイルス感染症を含む伝染病の拡大

等が発生した場合、当社グループの事業運営に深刻な影響を及ぼす可能性があります。当社グループのサービス

展開地域において大規模な自然災害等が発生した場合には、止むを得ずサービスの提供を一時的に停止する可能

性があります。また設備の損壊や電力供給の制限等、事業継続に支障をきたす事象が発生した場合、各種災害や

国際紛争等による物的・人的損害が甚大である場合には事業の継続自体が困難又は不可能となる可能性がありま

す。このような事態が発生した場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

（7）その他のリスク

①　暗号資産保有に関するリスク

当社グループのエンターテインメント事業においては、暗号資産を取扱うゲームの研究開発のため、暗号資産

を保有します。暗号資産は価格変動が大きいため、利用者の暗号資産取引・保有時に対象暗号資産の価格が乱高

下し、対象暗号資産の価値が購入時の価値を著しく下回る可能性があります。また、市場動向や取引量等の状況

によっては流動性が損なわれ、取引が不可能もしくは困難となる、又は不利な価格で取引しなければならなくな

る可能性があります。

②　のれんの減損に関するリスク

当社グループは当連結会計年度末時点で、転職メディア「CAREER PICKS」を運営する株式会社リンクス（現 株

式会社エイチームライフデザイン）ののれん152百万円を計上しております。被買収企業及び当社グループが持つ

Webマーケティングの強みを掛け合わせたことにより、買収時と比較して大きく事業成長している状況であり、減

損の兆候はないと判断しております。

今後、当社グループが必要に応じてM&Aを実施する際には、対象企業の財務内容や将来の収益性等に関して事前

精査を十分に行いますが、市場環境の急激な変化等により買収時の収益計画と著しい乖離が生じた場合には、の

れんの減損処理を行う可能性があり、当該のれんの減損処理が生じた場合には、当社グループの業績及び財政状

態に影響を与える可能性があります。
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会社名 セグメント 主な事業内容 当社との関係

株式会社エイチーム － グループ会社の経営管理 －

株式会社エイチームエンターテ

インメント
エンターテインメント事業

スマートデバイス向けゲーム・ツー

ルアプリの企画・開発及び運営
連結子会社

株式会社エイチームライフデザ

イン
ライフスタイルサポート事業

デジタルマーケティング支援ビジネ

ス
連結子会社

株式会社エイチームウェルネス
ライフスタイルサポート事業

EC事業

プラットフォームビジネス

ECサイトの企画・開発及び運営
連結子会社

株式会社エイチームフィナジー ライフスタイルサポート事業
デジタルマーケティング支援ビジネ

ス
連結子会社

Qiita株式会社 ライフスタイルサポート事業 プラットフォームビジネス 連結子会社

株式会社エイチームコマーステ

ック（注）
EC事業 ECサイトの企画・開発及び運営 連結子会社

２．企業集団の状況

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（株式会社エイチーム）及び連結子会社８社によって構成されて

おります。

報告セグメントにつきましては、人生のイベントや日常生活に密着し、有益な情報を提供する比較サイト・情報サイ

トなど、様々なウェブサービスの企画・開発及び運営を行う「ライフスタイルサポート事業」、「人と人とのつながり

の実現」をテーマに、世界中の人々に娯楽を提供するスマートデバイス向けゲームやツールアプリの企画・開発及び運

営を行う「エンターテインメント事業」、そして様々な商材を取り扱う複数のECサイトの企画・開発及び運営を行う

「EC事業」の３つの事業軸でビジネスを展開しております。

３事業とも原則内製開発しており、企画から運営に至るノウハウを自社内に蓄積し、様々なサービスの展開に活かし

ております。

なお、2021年８月１日付で、持株会社体制に移行しております。当社は、有価証券の取引等の規制に関する内閣府令

第49条第２項に規定する特定上場会社等に該当しており、これにより、インサイダー取引規制の重要事実の軽微基準に

つきましては連結ベースの数値に基づいて判断することとなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他、連結子会社２社
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当社グループ事業のビジネスイメージ

（注）当社の連結子会社である株式会社エイチームコマーステックの自転車小売事業を吸収分割の方法により、2022年

12月20日付で新規設立した連結子会社である株式会社cymaに承継させた上で、株式会社cymaの全株式を譲渡した

ため、連結の範囲から除外しております。
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３．経営方針

会社の経営の基本方針

　当社グループは「みんなで幸せになれる会社にすること」、「今から100年続く会社にすること」を経営理念に、イ

ンターネットを軸とした様々な技術領域・ビジネス領域において、PCやスマートデバイスを通じて利用者の皆さまに、

継続的に支持・利用していただけるコンテンツ・サービスを提供することを基本方針としております。

　強みであるデジタルマーケティングノウハウ、ビジネス展開戦略及び技術力を活かし、特徴の異なる複数の事業を並

行して手掛けることにより、経営の安定性を高める事業ポートフォリオを構築しています。安定性と継続成長性を兼ね

備えたライフスタイルサポート事業で経営基盤の安定化を図り、爆発的な成長が期待できるエンターテインメント事業

でさらなる成長を目指します。そして、EC事業を通じて新収益源の創出を目指します。

　また、当社グループは当連結会計年度より「Creativity × Techで、世の中をもっと便利に、もっと楽しくするこ

と」という“Ateam Purpose”を掲げております。持続的且つ、より良い社会実現に向け、創造性や付加価値の高いサ

ービスを提供していくことを目指し続けてまいります。そのための事業開発や再構築、それらを実現する組織づくりを

進めながら、ガバナンス体制の強化やサステナビリティを巡る課題への対応に積極的に取り組み、すべてのステークホ

ルダーの皆さまと建設的な対話を実現し企業価値向上に取り組んでまいります。

＜事業セグメント方針＞

　ライフスタイルサポート事業におきましては、就職、結婚、出産、介護、葬儀など、ゆりかごから墓場まで、人生の

イベントや日常生活をより豊かに、より便利にするサービスを提供してまいります。

　エンターテインメント事業におきましては、これまでは、スマートフォン向けの自社オリジナルゲームを開発し、国

内を主軸にしながら海外展開を積極的に推進してまいりましたが、市場環境の変化等を踏まえ、今後はグローバルで人

気のあるIP（知的財産権）と提携し、グローバル展開に舵を切り、スマートフォンのみならず、PCゲームデジタル配

信、家庭用ゲームデジタル配信を含むデジタル配信ゲーム市場全般を目標に、新たなステージへまい進していく方針で

す。また、今後は、これまでのゲームアプリ開発で培ったスキルやノウハウを活かし、NFTゲームなど新領域での企

画・開発及び運用も進めてまいります。

　EC事業におきましては、様々な商材を取り扱う複数のECサイトでのサービス提供を通じて、より良い顧客体験を実現

し、収益性の向上に取り組んでまいります。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループを取り巻く経営環境や事業展開の状況等を総合的に勘案し、会計基準につきましては日本基準を適用し

ております。

　なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、内部環境、外部環境並びに当社グループとしての経営戦略を総合的に考慮

し、今後、適切な検討を行っていく方針であります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年７月31日)

当連結会計年度
(2023年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,223 5,992

売掛金 3,437 3,001

商品 611 190

貯蔵品 55 30

その他 1,144 1,052

貸倒引当金 △1 △2

流動資産合計 10,471 10,264

固定資産

有形固定資産

建物 1,471 1,216

減価償却累計額 △786 △898

建物（純額） 685 318

工具、器具及び備品 675 529

減価償却累計額 △555 △458

工具、器具及び備品（純額） 120 70

その他（純額） 38 －

有形固定資産合計 844 389

無形固定資産

のれん 195 152

ソフトウエア 103 64

ソフトウエア仮勘定 92 －

無形固定資産合計 391 216

投資その他の資産

投資有価証券 2,461 2,449

敷金及び保証金 575 527

その他 21 11

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 3,055 2,985

固定資産合計 4,290 3,591

資産合計 14,762 13,855

５．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年７月31日)

当連結会計年度
(2023年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 446 95

未払金 2,712 2,363

未払法人税等 80 182

販売促進引当金 76 77

株式給付引当金 35 18

資産除去債務 － 186

その他 854 698

流動負債合計 4,205 3,621

固定負債

繰延税金負債 161 208

資産除去債務 499 313

その他 12 6

固定負債合計 674 529

負債合計 4,880 4,151

純資産の部

株主資本

資本金 838 838

資本剰余金 832 832

利益剰余金 9,315 9,161

自己株式 △1,896 △1,862

株主資本合計 9,088 8,969

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 827 797

繰延ヘッジ損益 △60 △93

為替換算調整勘定 27 30

その他の包括利益累計額合計 793 734

純資産合計 9,882 9,704

負債純資産合計 14,762 13,855
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2021年８月１日
　至　2022年７月31日)

 当連結会計年度
(自　2022年８月１日
　至　2023年７月31日)

売上高 31,790 27,552

売上原価 8,463 5,062

売上総利益 23,327 22,489

販売費及び一般管理費 23,625 21,945

営業利益又は営業損失（△） △298 543

営業外収益

受取利息及び配当金 0 0

為替差益 40 33

受取手数料 29 28

投資事業組合運用益 34 104

助成金収入 0 1

その他 5 33

営業外収益合計 110 202

営業外費用

支払利息 0 2

債権売却損 25 27

その他 6 4

営業外費用合計 32 34

経常利益又は経常損失（△） △219 711

特別利益

投資有価証券売却益 6 15

新株予約権戻入益 82 －

特別利益合計 89 15

特別損失

減損損失 591 153

投資有価証券売却損 12 －

関係会社株式売却損 － 121

その他 － 19

特別損失合計 603 294

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△）
△734 432

法人税、住民税及び事業税 139 228

法人税等調整額 463 60

法人税等合計 602 288

当期純利益又は当期純損失（△） △1,337 143

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
△1,337 143

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

- 15 -

株式会社エイチーム（3662） 2023年７月期 決算短信



（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2021年８月１日
　至　2022年７月31日)

 当連結会計年度
(自　2022年８月１日
　至　2023年７月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △1,337 143

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 539 △29

繰延ヘッジ損益 △37 △32

為替換算調整勘定 23 2

その他の包括利益合計 525 △59

包括利益 △811 83

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △811 83

（連結包括利益計算書）

- 16 -

株式会社エイチーム（3662） 2023年７月期 決算短信



（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 838 832 10,955 △1,394 11,232

当期変動額

剰余金の配当 △303 △303

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

△1,337 △1,337

自己株式の取得 △537 △537

自己株式の処分 34 34

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △1,640 △502 △2,143

当期末残高 838 832 9,315 △1,896 9,088

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他
有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益

累計額合計

当期首残高 287 △22 3 268 82 11,582

当期変動額

剰余金の配当 △303

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

△1,337

自己株式の取得 △537

自己株式の処分 34

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

539 △37 23 525 △82 442

当期変動額合計 539 △37 23 525 △82 △1,700

当期末残高 827 △60 27 793 － 9,882

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2021年８月１日　至　2022年７月31日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 838 832 9,315 △1,896 9,088

当期変動額

剰余金の配当 △296 △296

親会社株主に帰属する
当期純利益

143 143

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 34 34

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △153 34 △118

当期末残高 838 832 9,161 △1,862 8,969

その他の包括利益累計額

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 827 △60 27 793 9,882

当期変動額

剰余金の配当 △296

親会社株主に帰属する
当期純利益

143

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 34

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△29 △32 2 △59 △59

当期変動額合計 △29 △32 2 △59 △178

当期末残高 797 △93 30 734 9,704

当連結会計年度（自　2022年８月１日　至　2023年７月31日）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2021年８月１日
　至　2022年７月31日)

 当連結会計年度
(自　2022年８月１日
　至　2023年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△）
△734 432

減価償却費 377 528

減損損失 591 153

のれん償却額 43 43

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 1

販売促進引当金の増減額（△は減少） △114 0

株式給付引当金の増減額（△は減少） 1 △17

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 0 2

為替差損益（△は益） △36 △36

投資有価証券売却損益（△は益） 5 △15

投資事業組合運用損益（△は益） △34 △104

関係会社株式売却損益（△は益） － 121

新株予約権戻入益 △82 －

助成金収入 △0 △1

売上債権の増減額（△は増加） △324 341

棚卸資産の増減額（△は増加） △216 △146

仕入債務の増減額（△は減少） △87 △274

未払金の増減額（△は減少） 836 △286

その他 259 112

小計 482 852

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △0 △2

法人税等の支払額 △786 △560

法人税等の還付額 1 365

助成金の受取額 0 1

営業活動によるキャッシュ・フロー △302 656

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △25 △23

無形固定資産の取得による支出 △182 △31

無形固定資産の売却による収入 － 20

投資有価証券の売却による収入 542 124

投資有価証券の取得による支出 △192 △221

投資事業組合からの分配による収入 136 172

敷金及び保証金の差入による支出 △23 △7

敷金及び保証金の回収による収入 85 53

資産除去債務の履行による支出 － △57

連結の範囲の変更を伴う関係会社株式の売却によ

る収入
－ 400

その他 △7 △9

投資活動によるキャッシュ・フロー 332 420

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △537 △0

配当金の支払額 △304 △296

その他 △24 △28

財務活動によるキャッシュ・フロー △867 △324

現金及び現金同等物に係る換算差額 25 17

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △811 769

現金及び現金同等物の期首残高 6,035 5,223

現金及び現金同等物の期末残高 5,223 5,992

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（当連結会計年度における重要な子会社の異動）

　2023年３月１日付で、当社の特定子会社であった株式会社cymaの全株式を株式会社ワイ・インターナショナルに

譲渡したため、連結の範囲から除外しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

ことといたしました。これによる、連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、当連結会計年度の期首から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しており

ます。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制

度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務対

応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第

42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１

連結財務諸
表計上額
（注）２

ライフスタ
イルサポー
ト事業

エンターテ
インメント
事業

EC事業 計

売上高

外部顧客への売上高 19,723 6,316 5,751 31,790 － 31,790

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 19,723 6,316 5,751 31,790 － 31,790

セグメント利益又は損失（△） 1,655 △894 △122 639 △937 △298

その他の項目

減価償却費 48 160 3 212 165 377

のれん償却額 43 － － 43 － 43

（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、事業部門を基礎としたサービス別のセグメントから構成されており、「ライフスタイルサポート

事業」、「エンターテインメント事業」及び「EC事業」の３つを報告セグメントとしております。「ライフスタイル

サポート事業」は、人生のイベントや日常生活に密着し、有益な情報を提供する比較サイト・情報サイトなど、様々

なウェブサービスの企画・開発及び運営を、「エンターテインメント事業」は、「人と人とのつながりの実現」をテ

ーマに、世界中の人々に娯楽を提供するスマートデバイス向けゲームやツールアプリケーションの企画・開発及び運

営を、「EC事業」は、様々な商材を取り扱う複数のECサイトの企画・開発及び運営を行っております。

当連結会計年度より、報告セグメントの順序を変更しております。なお、化粧品・ヘルスケア領域のブランド

（「lujo（ルジョー）」「minorie（ミノリエ）」）を展開する事業につきましては、ライフスタイルサポート事業

のサブセグメント区分「その他」からEC事業へセグメント区分を変更しており、前連結会計年度のセグメント情報

は、当連結会計年度の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計方針と概ね同一

であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2021年８月１日　至　2022年７月31日）

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額937百万円は、報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業損失と調整を行っております。

３．セグメント資産については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための検討対象とはなっていないた

め記載しておりません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１

連結財務諸
表計上額
（注）２

ライフスタ
イルサポー
ト事業

エンターテ
インメント
事業

EC事業 計

売上高

外部顧客への売上高 18,480 5,421 3,651 27,552 － 27,552

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 18,480 5,421 3,651 27,552 － 27,552

セグメント利益又は損失（△） 1,760 166 △431 1,495 △951 543

その他の項目

減価償却費 43 29 2 76 452 528

のれん償却額 43 － － 43 － 43

当連結会計年度（自　2022年８月１日　至　2023年７月31日）

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額951百万円は、報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

３．セグメント資産については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための検討対象とはなっていないた

め記載しておりません。
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商号 株式会社cyma

所在地 愛知県名古屋市中村区名駅三丁目28番12号

代表の氏名 望月　一宏

資本金の額 50百万円

純資産の額 99百万円

総資産の額 99百万円

事業の内容 自転車小売事業

設立年月日 2022年12月20日

資本関係

本吸収分割の効力発生日に当社が本件新会社の発行済株式の100％を保有

いたしておりましたが、同日付で当社が保有する本件新会社の発行済株式

の全てを株式会社ワイ・インターナショナルに譲渡いたしました（以下

「本株式譲渡」という。）。

（企業結合に関する注記）

（会社分割及び子会社株式の譲渡）

当社は、2022年12月16日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社エイチームコマーステッ

クの自転車小売事業（以下「本事業」という。）を吸収分割の方法により、2022年12月20日付で新規設立した連

結子会社である株式会社cyma（以下「本件新会社」という。）に承継（以下「本吸収分割」という。）させた上

で、株式会社cymaの全株式を株式会社ワイ・インターナショナルに譲渡すること（会社分割と合わせて以下「本

取引」という。）を決議いたしました。

　これに基づき、2023年３月１日に会社分割及び株式譲渡を実施いたしました。

１．本取引の目的

　当社グループでは、「Creativity × Techで、世の中をもっと便利に、もっと楽しくすること」という

“Ateam Purpose”のもと、持続的且つ、より良い社会実現に向け、創造性や付加価値の高いサービスを提供

していくことを目指しており、それらを実現するための組織づくりや事業ポートフォリオの見直しを行い、経

営リソースの最適化を進めてまいりました。

　自転車専門通販サイト「cyma-サイマ-」においては、当社グループがこれまでに展開してきたエンターテイ

ンメント事業及びライフスタイルサポート事業とは別軸での新たな収益源の獲得として2013年にサービスを開

始し、現在は完全組み立て済みの自転車が購入できるECサイトとして、市場での高い独立性を保持しネット専

門の自転車総合通販サイトとして年間売上No.１（※ESP総研調べ　2020年２月10日時点）を獲得するまで成長

し、前連結会計年度においては黒字化を達成いたしました。

　しかしながら、当社グループが実店舗を持たないことは収益拡大及び成長の足枷となり、この課題を解決す

るためにはより大きな投資と時間が必要であると見込まれます。そのような中でオンラインとリアル店舗での

自転車小売事業の経験が豊富である株式会社ワイ・インターナショナルに本事業を譲渡することで、同社の実

店舗での自転車小売事業のノウハウと、「cyma-サイマ-」のEC運営のノウハウを融合させ、持続的な成長と収

益拡大を実現させることが可能であると判断し、本取引を決定いたしました。

２．本吸収分割により新設される企業の概要

３．吸収分割する事業の内容及び規模

①　事業の内容

自転車小売事業

②　事業の規模（2022年７月期）

売上高4,302百万円

４．吸収分割する事業が含まれていた報告セグメントの名称

　EC事業セグメント

５．本吸収分割及び本株式譲渡の日程

　2023年３月１日
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資産 負債

項目 帳簿価額 項目 帳簿価額

流動資産 685百万円 流動負債 163百万円

固定資産 －百万円 固定負債 －百万円

資産合計 685百万円 負債合計 163百万円

資産 負債

項目 帳簿価額 項目 帳簿価額

流動資産 785百万円 流動負債 163百万円

固定資産 －百万円 固定負債 －百万円

資産合計 785百万円 負債合計 163百万円

商号 株式会社ワイ・インターナショナル

所在地 東京都豊島区東池袋1-27-8

代表の氏名 坂田　達也

資本金の額 50百万円

純資産の額 3,243百万円（2022年２月期実績）

総資産の額 9,051百万円（2022年２月期実績）

事業の内容

スポーツサイクル・自転車部品・用品の国内販売、オリジナル商品の企

画・製造・販売、オーダー車の製作、スポーツサイクルのメンテナンス・

チューンナップ、スポーツサイクルに関するスクール・セミナーの開催、

中古スポーツサイクルの買い取り・販売

譲渡株式数 100,000株（議決権保有割合：100.00％）

譲渡価額 499百万円

譲渡損失 121百万円

異動後の所有株式数 ０株（議決権保有割合：－％）

６．本吸収分割の形態

　当社の連結子会社である株式会社エイチームコマーステックを分割会社とし、本件新会社を承継会社とする

簡易吸収分割です。

７．会社分割及び株式譲渡する資産、負債の金額（2023年３月１日現在）

会社分割（株式会社エイチームコマーステック自転車小売事業の株式会社cymaへの吸収分割）

株式譲渡（株式会社cyma株式の株式会社ワイ・インターナショナルへの譲渡）

８．株式譲渡の相手先の概要

９．譲渡する株式の数、譲渡価額、譲渡損益及び譲渡後の持分比率

10．本件取引の会計処理の概要

　本吸収分割は「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づ

き、共通支配下の取引として処理をしております。

　本株式譲渡は「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　2013年９月13日）及び「企業結合会

計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づ

き処理をしております。
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前連結会計年度
（自　2021年８月１日

至　2022年７月31日）

当連結会計年度
（自　2022年８月１日

至　2023年７月31日）

１株当たり純資産額 533.23円 523.06円

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失

（△）
△71.68円 7.73円

前連結会計年度
（自　2021年８月１日

至　2022年７月31日）

当連結会計年度
（自　2022年８月１日

至　2023年７月31日）

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主

に帰属する当期純損失（△）（百万円）
△1,337 143

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する当期純損失（△）（百

万円）

△1,337 143

普通株式の期中平均株式数（株） 18,651,778 18,551,109

（１株当たり情報）

（注）１．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

３．１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数及び１株当たり当期純利益又は１株当たり当期

純損失の算定上の基礎となる期中平均株式数については、「株式付与ESOP信託」及び「役員報酬BIP信託」

制度において、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ESOP信託口及び役員報酬BIP信託口）が

保有する株式（前連結会計年度 期末128,200株、期中平均131,454株　当連結会計年度 期末108,400株、期

中平均110,081株）を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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